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胡
縄
武
主
編

戊
成
維
新
運
動
史
論
集

深

t撃

秀

本
書
は
、
そ
の
序
に
よ
れ
ば
、
文
革
後
に
出
た
、
研
究
成
果
を
若
手
の
研
究

者
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
を
見
れ
ば
以
下
の
一
通
り
で
あ

る
。序

胡

縄
武

戊

戊

維

新

前

的

資

産

階

級

啓

蒙

思

潮

戴

逃

戊

戊

維

新

運

動

時

期

的

問

晶

子

曾

組

織

李

文

海

論
戊
戊
思
潮
的
興
起
及
其
渦
程

奥
廷
嘉

論
戊
戊
思
潮
的
歴
史
作
用

呉
廷
嘉

戊
戊
維
新
時
期
改
革
輿
反
改
革
的
闘
争

李
文
海

康

有

信

用

教

育

改

革

思

想

及

質

減

林

克
光

論

諦

嗣

問

的

改

革

献

身

精

神

王

俊

義

戊
成
政
鍵
史
資
考
排

房
徳
郷

《

戊

戊

奏

稿

》

的

改

纂

及

其

原

因

孔

鮮

吉

康

有

笹

川

戊

成

年

袋

法

奏

議

考

訂

孔

畔

吉

以
上
が
そ
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
逐
女
、
そ
の
内
容
を
紹
介

し
、
筆
者
の
感
じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
行
き
た
い
。

序
で
は
、
戊
戊
維
新
運
動
が
、
日
清
戦
争
後
の
民
族
の
危
機
の
状
況
下
に
お

け
る
、
康
宥
員
を
代
表
と
す
る
維
新
渡
運
動
の
愛
園
救
亡
運
動
で
あ
り
、
中
園

近
代
史
上
の
第
一
次
の
思
想
解
放
運
動
で
あ
り
、
近
代
中
園
の
経
済
、
政
治
と

文
化
思
想
の
護
展
に
大
き
な
影
響
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

男

し
て
、

中
華
人
民
共
和
園
成
立
以
後
、
中
園
の
史
四
時
十
曾
は
、
そ
の
研
究
と
史
料

整
理
と
出
版
に
少
な
か
ら
ざ
る
成
績
を
あ
げ
て
来
た
が
、
文
革
等
に
よ
り
、

十

分
進
ま
な
か
っ

た
。
そ
の
後
少
な
か
ら
ざ
る
論
文
が
設
表
さ
れ
、
本
書
は
最
近

の
中
園
人
民
大
皐
清
史
研
究
所
の
人
達
の
論
文
集
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

胡
縄
武
氏
は
、
本
論
文
集
を
四
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
戴
逸
氏
の

論
文
は
、

戊
戊
維
新
運
動
の
淵
源
を
探
求
す
る
論
文
で
あ
る
。
十字
文
海
氏
の
第

二
論
文
は
、

戊
戊
維
新
運
動
期
の
祭
舎
を
究
明
し
、
祉
曾
思
潮
の
進
行
を
考
察

し
た
も
の
で
あ
り
、
国文
廷
嘉
氏
の
第
三
、
第
四
論
文
は
、
戊
戊
思
潮
の
興
亡
の

渦
程
と
歴
史
作
用
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

第
五
論
文
は
、

李
文
海
兵
の
も
の
で
あ
り
、
戊
戊
維
新
期
の
改
革
と
反
改
革

の
闘
争
を
討
論
し
た
も
の
で
あ
り
、
林
克
光
氏
と
王
俊
義
氏
の
第
六

・
第
七
論

文
は
、

康
有
魚

・
認
嗣
同
の
維
新
滋
の
代
表
人
物
の
研
究
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。最

後
の
第
八

・
第
九

・
第
十
論
文
は
、

考
謹
的
な
性
質
を
持
っ

た
論
文
で
あ

り
、
第
八
論
文
は
、

房
徳
郊
氏
の
も
の
で
あ
り
、

政
獲
の
史
資
に
つ
い
て
考
透

し
た
も
の
で
あ
り
、

第
九
・
第
十
論
文
は
、
孔
鮮
士
口
氏
の
も
の
で
あ
り
、

前
者

は
、
康
有
震
の
戊
戊
奏
稿
の
改
纂
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

後
者
は、

康
有
震
の
奏
稿
を
考
訂
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

序
を
終
る
に
蛍
っ
て
、
胡
氏
は
、
こ
の
論
集
の
夜
行
が
戊
戊
維
新
運
動
の
研

究
の
進
歩
を
う
な
が
す
，た
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
も
同
感
で
あ
る。

第
一
論
文
で
戴
逸
氏
は
、
戊
成
維
新
以
前
の
資
産
階
級
の
感
蒙
思
想
に
つ
い

て
、
一
八
四

O
年
の
ア

ヘ
ン
戦
争
以
後
、
封
建
主
義
思
想
や
脅
園
奴
化
思
想
と

の
封
立
の
中
で
生
れ
た
の
が
、
進
歩
的
な
思
想
の
中
園
の
近
代
の
資
本
家
階
級

の
皆
蒙
思
想
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
中
園
近
代
経
済
と
政
治
の
妥
展
の
産
物
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
。
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ア
ヘ
ン
戟
争
時
期
の
思
想
家
で
あ
り
、
社
舎
の
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
た
襲
自

珍
、
西
祭
の
鼠
平
習
を
主
張
し
た
貌
源
、
つ
い
で
、
第
二
次
ア
ヘ
ン
戟
争
後
、
繁

革
と
西
皐
の
皐
習
を
要
求
し
、
清
朝
統
治
の
腐
朽
現
象
を
明
ら
か
に
し
た
鴻
桂

芥
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
中
併
戦
争
前
後
、
醇
一
隅
成
・
馬
建
忠
・
王

簡
は
、
貌
源
、
官
同
桂
芥
よ
り
も
大
規
模
に
西
筆
の
皐
習
を
要
求
し
た
が
、
資
本

主
義
の
穏
健
的
な
理
解
は
で
き
な
か
っ
た
。
中
で
も
玉
絡
は
、
西
方
の
立
憲
君

主
制
の
良
さ
を
認
め
、
中
園
に
お
い
て
は
、

人
材
の
育
成
を
唱
え
た
。
彼
等

は
、
繍
民
法
自
強
を
鼓
吹
し
た
黙
に
そ
の
功
績
が
あ
っ
た
。
中
併
戟
争
以
後
、
何

啓
、
陳
織
、
鄭
観
画
廊
、
陳
札
等
も
製
法
論
を
唱
え
、
資
産
階
級
の
中
園
改
造
案

を
形
成
し
、
戊
戊
維
新
運
動
の
直
接
の
先
駆
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

つ
い
で
、
資
産
階
級
の
、
君
民
共
主
、
重
一商
思
想
に
つ

い
て
述
べ
、

資
産
階

級
が
自
ら
に
依
存
し
資
本
主
義
を
設
展
さ
せ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
戊
成
以
前
の
啓
蒙
思
想
家
の
特
徴
を
、
次
の
一
一
一
黙
に
わ
た
っ
て
述
べ

て
お
ら
れ
る
。
第
一
の
黙
で
は
、
西
方
の
資
本
主
義
の
侵
略
に
反
射
し
て
自
ら

資
本
主
義
文
明
を
習
う
こ
と
、
第
二
に
啓
蒙
思
想
家
の
繁
法
主
張
は
、
愛
図
的

で
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
に
彼
等
は
、
改
革
と
漸
獲
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て

中
値
西
用
論
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
法
期
に
な
る
と
、
織
広
法
運
動
の

理
論
と
歴
史
を
踏
ま
え
、
下
層
知
識
分
子
に
庚
だ
に
俸
播
し
、
儲
罪
法
維
新
の
準

備
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。

戴
逸
論
文
は
、
我
々
に
、
戊
成
維
新
運
動
以
前
に
お
け
る
資
産
階
級
の
啓
蒙

思
想
に
つ
い
て
、
そ
の
設
展
の
経
過
を
明
確
に
示
し
て
お
ら
れ
る
。

第
二
論
文
で
、
李
文
海
氏
は
、
戊
成
維
新
運
動
時
期
の
拳
曾
の
組
織
を
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
維
新
娠
は
、
風
平
曾
組
織
を
重
視
し
て
お
り
、
康
有
信
用
は
、
西
欧
の
富

強
の
理
由
を
同
学
舎
に
お
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
彼
等
は
、
皐
曾
の
作

用
を
風
気
を
開
く
こ
と
、
人
才
を
連
ね
る
こ
と
、
民
権
を
伸
ば
す
こ
と
に
あ
る

と
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
戊
戊
時
期
の
皐
曾
の
数
量
と
規
模
を
明
ら
か
に
さ
れ
、

今
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
強
皐
小
倉
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
強
風
香
等
の
曾
員
数
も

資
料
に
よ
り
、
従
来
の
設
よ
り
確
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ち
皐
舎
の
活
動
内
容

と
そ
の
性
質
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
ず
、
皐
舎
を
強
皐
曾
、
南
風
干舎
な
ど
、
政

治
性
の
あ
る
皐
舎
、
算
鼠
平
曾
、
測
量
四月
子禽
な
ど、

皐
術
的
な
摩
禽
、
不
纏
足

倉、

戒
鵜
片
曾
な
ど
、
社
舎
習
俗
を
改
革
す
る
た
め
の
祭
曾
に
分
け
て
お
ら

れ
、
つ
い
で
、
そ
の
性
質
と
し
て
、

定
期
或
い
は
、
不
定
期
に
集
合
を
聞
く
こ

と
、
議
書
、
園
書
の
開
質
の
こ
と
、

報
紙
を
出
す
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。最

後
に
、
皐
舎
の
祉
舎
に
刻
す
る
影
響
を
述
べ
て
お
ら
れ
、

皐
舎
の
組
織
が

結
祉
の
正
賞
性
と
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
、
封
建
専
制
主
義
の
禁
令
を
破
っ
た

こ
と
に
絢
れ
ら
れ
、
皐
曾
の
運
動
が
、
維
新
運
動
を
援
展
さ
せ
、
そ
れ
は
、
辛

亥
革
命
時
期
の
立
憲
闘
鐙
、
革
命
園
陸
に
縫
績
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

奥
廷
嘉
氏
は
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

今
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か

っ
た
新
し
い
皐
舎
を
明
ら
か
に
さ
れ
、

曾
員
数
を
資
料
に
よ
り
、
確

定
し
て
い
る
黙
で
新
し
い
知
見
を
切
り
開
い
て
お
り
、
開
学
舎
の
分
類
に
つ
い
て

は
、
私
の
分
類
と
期
せ
ず
し
て
同
様
で
あ
り
、
間
違
い
な
い
と
恩
わ
れ
一
匁

第
三
論
文
で
、
臭
廷
嘉
氏
は
、
戊
戊
思
想
の
輿
起
と
そ
の
過
程
に

つ
い
て
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

維
新
汲
が
中
園
の
政
治
舞
肇
に
登
場
す
る
の

は
、
下
関
係
約
以
後
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、
近
代
的
な
報
刊
、
例
え
ば
、

『
時
務
報
』
、
『知
新
報
』
、
『
湘
皐
薪
報
』
等
の
創
緋
と
皐
曾
や
報
館
等
に
よ
る

組
織
作
り
の
展
開
、
殿
復
の
『
天
演
論
』
等
に
見
ら
れ
る
社
曾
進
化
論
等
に
よ

る
西
方
の
資
本
主
義
的
な
同
学
術
文
化
の
紹
介
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
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つ
ぎ
に
、
戊
成
思
想
の
設
展
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
ず
、
西
方
の
資
産
階
級
の

文
化
特
に
文
義
復
興
か
ら
麿
蒙
運
動
に
い
た
る
各
種
の
理
論
や
流
仮
や
、
代
表

人
物
、

代
表
作
が
、

『
清
議
報
』
や

『
新
民
叢
報
』
に
載
せ
ら
れ
、
つ
い
で、

戊
成
思
潮
の
代
表
的
人
物
に
よ
り
、
新
民
設
等
の
新
し
い
民
族
主
義
、
園
民
概

念
が
提
出
さ
れ
、
戊
戊
思
想
の
宣
停
な
ら
び
に
前
回
蒙
運
動
と
し
て
は
、
海
外
に

お
い
て
は
、

『
清
議
報
』
『
新
民
叢
報
』
等
、
圏
内
に
お
い
て
は
、

『
刊紙報
』

『
選
報
』
な
ど
が
夜
行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
戊
成
思
潮
の
開
拓
者
と
し

て
は
、
巌
復
、
梁
態
超
等
が
お
り
、

維
新
汲
の
成
長
と
共
に
、
革
命
波
の
渓
展

が
見
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

最
後
に
、
戊
戊
思
潮
の
衰
退
は
、
一
九

O
三
年
か
ら
で
あ
り
、
拒
俄
運
動
、

『
蘇
報
』
事
件
の
以
後
と
さ
れ
、

維
新
源
の
重
貼
は
、
政
治
的
な
戊
成
製
法
で

は
な
く
思
想
的
な
戊
氏
思
潮
に
あ
る
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

奥
氏
の
い
わ
れ
る
、
維
新
娠
の
活
動
の
重
黙
が
、
戊
成
療
法
の
貸
施
よ
り

も
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
そ
の
思
潮
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
は
納

得
で
き
る
。
叉
、
各
種
の
報
等
に
よ
り
、
社
曾
進
化
論
や
新
民
設
等
が
宣
侍
さ

れ
た
と
い
う
の
も
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
云
わ
れ
て
い
る
戊

戊
思
潮
と
い
う
の
は
、
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
は
な
く
、
幾
法
思
想
運
動
と

い
う
よ
う
な
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
運
動
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

第
四
論
文
で
は
、
奥
廷
嘉
氏
が
、
戊
戊
思
潮
の
歴
史
作
用
を
論
じ
て
お
ら
れ

る。
ま
ず
、
奥
氏
は
、
維
新
運
動
を
地
主
開
明
滋
で
あ
る
維
新
波
が
起
し
た
社
曾

運
動
で
あ
り
、
中
園
近
代
の
民
族
、
民
主
改
革
運
動
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
規

定
し
て
、
そ
の
恩
想
文
化
の
設
展
、
社
曾
機
構
の
進
展
、
繁
化
に
重
黙
を
置
い

て
、
述
べ
る
と
い
わ
れ
る
。

つ
い
で
、
資
産
階
級
の
祉
曾
啓
蒙
運
動
を
取
り
上
げ
、
維
新
源
は
、

西
皐
を

麿
蒙
の
武
器
と
し
、
群
治
を
唱
え
、
各
種
の
報
紙
を
創
刊
し
、
自
由
卒
等
、

天

賦
人
権
準
設
を
宣
停
し
、
民
族
主
義
、

愛
園
主
義
の
概
念
を
提
唱
し
、
近
代
史

の
第
一
次
の
思
想
解
放
の
潮
流
を
形
成
し、

そ
れ
は
社
合
運
動
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

ま
た
、

立
憲
涯
と
革
命
振
の
先
駆
に
燭
れ
、
近
代
資
産
階
級
は
、
戊
成
維
新

運
動
後
、

立
憲
振
と
革
命
源
に
分
れ
、

立
憲
振
は
、
戊
成
甲
舗
を
受
け
縫
ぎ
地

方
自
治
、
保
路
運
動
で
指
導
的
に
作
用
し
、

辛
亥
革
命
に
お
い
て
も
十
一

省
の

濁
立
を
行
い
、
革
命
波
の
中
に
も
、
維
新
振
か
ら
移
っ
た
者
が
多
く、

維
新
一
阪

は
、
立
憲
波
と
革
命
涯
の
先
駆
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。

つ
い
で
、
維
新
振
は
、
近
代
数
育
の
分
野
で
は
、

多
く
の
皐
堂
を
建
て
近
代

数
育
史
の
一
里
塚
と
な
り
、
文
化
面
で
は
、
新
聞
や
出
版
事
業
を
や
り
、
小
説

や
翻
謬
小
説
を
書
き
、
詩
歌
蛾
曲
の
改
革
、

口
語
文
運
動
を
行
い
、
準
術
事
業

の
面
で
は
、
史
民
午
、
哲
田
町
十
、
自
然
科
息
一
を
究
め
、
西
同
学
書
の
翻
誇
な
ど
を
行
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

最
後
に
維
新
涯
が
、
近
代
知
識
分
子
の
隊
伍
を
集
結
さ
せ
、
歴
史
作
用
を
し

た
こ
と
を
皐
舎
、
科
皐
技
術
の
設
展
、
畢
生
数
の
増
大
等
を
通
し
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
維
新
汲
の
影
響
を
受
け
た
人
は
、
五
四
運
動
の
指
導

者
、
中
園
早
期
の
共
産
主
義
分
子
に
も
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

本
論
文
は
、
維
新
涯
が
中
園
の
数
育
、
文
化
、
暴
術
に
大
き
な
影
響
を
輿
え

た
こ
と
、
ま
た
、
可
成
り
の
知
識
人
が
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
寅
詮
的
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

第
五
論
文
は
、

李
文
海
氏
が
戊
戊
維
新
期
の
改
革
と
反
改
革
の
闘
争
を
政
治

的
な
角
度
か
ら
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
の
深
刻
な
祉
曾
震
動
を
述
ベ

、
鰍
民
法
期
に
お
い
て
は
、
制
波
法
維
新
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が
人
々
の
主
要
課
題
と
な
り
、
嘗
時
の
祉
曾
生
活
に
波
澗
を
起
し
、
新
聞
、
雑

誌
な
ど
に
よ
り
、
政
治
を
述
べ
、
八
股
取
土
の
制
を
除
き
、
封
建
士
大
夫
に
大

き
な
影
響
を
輿
え
た
と
い
わ
れ
る
。

つ
い
で
二
方
面
か
ら
の
改
革
を
阻
む
力
に
つ
い
て
述
べ
、
第
一
は
、

奮
制
度

に
お
い
て
、
既
得
権
を
得
て
い
る
特
権
階
層
で
あ
り
、

彼
ら
は
改
革
に
よ

っ
て

損
害
を
受
け
る
か
ら
で
あ
り
、
第
二
は
、
封
建
主
義
の
長
期
の
統
治
の
下
で
造

ら
れ
た
僅
制
順
態
勢
力
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
封
建
統
治
者
階
級
だ
け
で
な
く、

社
舎
の
各
層
の
中
に
存
在
し
て
お
り
、
封
建
統
治
者
の
愚
民
政
策
に
よ

っ
て
造

り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
は
、
激
烈
な
政
治
闘
争
が

必
要
で
あ
り
、
戊
氏
維
新
運
動
も
こ
の
中
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

さ
ら
に
守
奮
勢
力
の
反
改
革
活
動
に
つ
い
て
働
れ
彼
ら
は
、
公
然
と
反
劃
し

て
、
繊
民
法
汲
を
頚
劾
し
た
り
、
新
政
の
仕
事
を
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
し
た
り
、
改
革

振
の
奏
摺
を
骨
抜
き
に
し
、
デ
マ
を
流
し
、
維
新
源
を
孤
立
さ
せ
た
と
い
わ
れ

る
。そ

れ
に
糾
問
し
て
維
新
波
は
、
希
望
が
少
し
し
か
持
て
な
く
て
も
改
革
を
志

し
、
奮
勢
力
に
抗
し
て
白
書
帝
に
迄
、
第
法
を
設
き
、
そ
の
背
景
に
は
、

愛
園
主

義
が
あ
り
、
献
身
精
一
柳
が
あ
っ
た
が
、
政
治
的
に
は
、
封
建
制
に
糾
問
し
て
徹
底

的
に
反
劃
し
て
行
く
迄
の
強
さ
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

以
上
本
論
文
で
は
、
改
革
と
反
改
革
の
闘
争
を
特
に
反
改
革
の
具
盤
的
行
動

を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
興
味
深
か

っ
た
。

第
六
論
文
で
は
、
林
克
光
氏
が
、
康
有
震
の
数
育
改
革
思
想
と
そ
の
貧
践
に

つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
林
氏
は
、
康
有
盛
岡
が
一
つ
の
資
産
階
級
数
育
理
論
と
教
育
改
革
の

主
張
を
持
ち
、
成
功
し
た
数
育
改
革
質
践
を
有
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ら
を
検
討

す
る
と
い
わ
れ
る
。

ま
ず
、

康
有
震
が
封
建
数
育
制
度
を
改
革
し
、
資
産
階
級
の
教
育
制
度
を
推

進
し
た
こ
と
を
次
の
二
黙
か
ら
鱒
れ
て
い
る
。
第

一
に
科
奉
制
度
を
改
革
し
、

八
股
取
土
を
駿
除
し
た
こ
と
を
述
ベ
、
そ
の
改
革
に
よ
り
不
徹
底
で
は
あ
っ
た

が
、
民
智
を
開
き
、
八
股
文
を
駿
除
し
、
西
皐
を
提
唱
し
、
人
材
を
登
用
し
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
西
方
資
産
階
級
の
教
育
制
度
を
推
行
し
、
各
種
の
皐
校
を
作
り
、
数

育
を
普
及
し
、
畢
生
を
海
外
に
遊
間
同
干
さ
せ
、
西
方
に
皐
ば
せ
、

第
法
を
推
進

し
、
良
平
校
局
、
遊
歴
局
を
設
立
し
、

数
育
の
指
導
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、

康
有
震
が
皐
校
を
創
設
し
て
数
育
改
革
を
寅
践
し
た
こ
と
を
衣
の

二
黙
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
一

に
は
、
高
木
草
堂
を
創
設
し、

徳
育
、
智

育
、
謹
育
の
各
面
に
わ
た
っ
て
数
育
し
、
演
説
曾
等
を
行
い
、
活
設
な
星
生
生

活
が
迭
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
。
第
二
に
桂
林
に
二
回
議
拳
し
、
全
圏
各
地
に

皐
禽
、
報
館
、
皐
堂
を
創
設
し
、
西
風
平
を
教
え
て
、
第
法
を
推
進
す
る
人
材
を

養
成
し
た
と
い
わ
れ
る
。

結
論
と
し
て
、

康
有
震
は
、
全
閣
に
皐
堂
を
建
て
数
育
改
革
を
行
い
、
中
園

近
代
史
上
の
著
名
な
資
産
階
級
数
育
家
に
な
っ
た
が
、
科
翠
制
を
全
面
的
に
否

定
で
き
な
い
不
徹
底
さ
が
あ
り
、
革
命
運
動
の
設
展
の
中
で
は
落
伍
者
と
な

っ

た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

以
上
、

第
六
論
文
で
は
、
康
有
篤
の
教
育
改
革
を
丹
念
に
調
べ
て
お
ら
れ

る。
第
七
論
文
で
、
王
俊
義
氏
は
、
認
嗣
同
の
改
一革
と
献
身
精
紳
を
論
じ
て
お
ら

れ
る
。ま

ず
、

諜
嗣
同
と
戊
成
維
新
改
革
運
動
に
つ
い
て
述
べ
、
愛
法
運
動
を
早
期

の
資
本
主
義
の
代
表
で
あ
り
、
封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
祉
舎
誓
早
運
動
で
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あ
っ
た
と
規
定
さ
れ
、
公
車
上
書
、
国
安
法
闘
是
等
に
燭
れ
、
諦
嗣
同
が
、
同
運

動
の
重
要
な
櫓
い
手
で
あ
り
、
特
に
、
湖
南
療
法
運
動
に
大
き
な
役
割
を
果

し
、
深
い
思
想
と
竪
強
な
闘
争
精
神
を
持
ち
康
有
震
を
越
え
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
諦
嗣
同
の
維
新
運
動
中
の
思
想
の
特
色
を
述
べ
、
第
一
に
彼
は
、

日
清
戦
争
敗
北
な
ど
の
中
園
の
歴
史
の
渦
程
の
中
で
、
警
き
を
棄
て
新
し
き
を

回
り
、
不
断
に
前
進
し
て
い
た
こ
と
を
、

『
治
言
』

の
序
や
、
南
嬰
舎
で
の
講

演
で
同
じ
意
見
を
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
第
二
に
は
、

算
象
館
、
湘
報
、
南
皐
舎
や
全
圏
各
地
の
皐
舎
、
風
ヰ
堂
の
設

立
に
関
係
し
、
湖
南
や
全
閣
各
地
の
努
法
運
動
に
関
係
し
て
い
る
様
子
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

第
三
に
改
革
質
践
に
お
い
て
は
、
自
分
の
生
命
を
犠
牲
に
す
る

こ
と
を
い
と
わ
ず
、
身
を
挺
し
て
激
烈
な
闘
争
を
行
い
、
思
想
、
理
論
面
で

は
、
仁
摩
に
お
い
て
、
か
衝
決
網
羅
々
を
設
え
、
君
主
専
制
を
批
剣
し
た
。
彼

は
、
中
園
近
代
思
想
上
傑
出
し
た
思
想
家
で
あ
り
、
資
産
階
級
の
民
主
革
命
思

想
の
先
駆
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

最
後
に
、
諦
嗣
同
の
改
革
と
献
身
精
一
刊
に
つ
い
て
は
、
人
を
利
す
る
こ
と
を

第
一
義
に
考
え
、
死
を
も
伯
れ
ず
、
憂
園
救
民
に
立
ち
上
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

以
上、

本
論
文
は
、

諦
嗣
同
の
改
革
と
思
想
に
つ
い
て
克
明
に
跡
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

第
八
論
文
は、

房
徳
郷
氏
が
戊
戊
政
繁
の
史
貧
に
つ
い
て
考
詮
し
た
も
の
で

あ
る
。
氏
は
、
戊
成
政
獲
を
晩
清
政
局
中
の
重
要
な
事
件
の
一
つ
と
し
て
と
ら

え
て
お
り
、
政
療
後
、
頑
固
波
が
中
央
政
権
を
橿
り
清
朝
の
滅
亡
を
速
め
た
と

さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
政
療
に
つ
い
て
、

次
の
五
つ
の
黙
に
つ
い
て
焦
黙
を
嘗
て
考

謹
し
て
お
ら
れ
る
。
第

一
は
政
撲
の
日
の
事
に
つ

い
て
で
あ
る
。
従
来
政
繁
の

日
に
つ
い
て
は
、

初
四
日
設
と
初
五
日
設
と
初
六
日
設
と
が
あ
る
が
、
山
宗
陵
博

信
録
な
ど
各
種
の
史
料
を
検
討
し、

初
六
日
設
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
て
お

ら
れ
る
。

第
二
は
、
政
獲
の
原
因
に
つ
い
て
従
来
の
設
を
検
討
、
考
察
し
、
直
接
の
原

因
は、

初
三
日
の
楊
崇
伊
の
慈
訪
問
太
后
に
制
到
す
る
訓
政
の
密
摺
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。

第
三
は
、
語
嗣
同
が
捕
え
ら
れ
た
日
に
つ
い
て
、
従
来
の
梁
四国
超
の
説
、
諒

嗣
同
の
手
紙
等
を
比
較
考
察
し
て
七
日
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

第
四
は
、
光
緒
-帝
が
康
有
震
に
輿
え
た
密
詔
に
つ
い
て
、
康
有
震
が
李
提
摩

太
に
出
し
た
手
紙
、
光
緒
一
帝
が
場
鋭
に
輿
え
た
密
詔
な
ど
を
比
較
検
討
し
て
、

康
有
篤
に
輿
え
た
密
詔
は
傑
作
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
康
有
震
は
、
海
外
に

お
け
る
自
ら
の
地
位
を
有
利
に
し
た
と
云
わ
れ
る
。

第
五
は
、

光
緒
帯
が
裳
世
凱
に
賜
っ
た
密
認
に
つ
い
て
、

康
有
信
用
、
霧
嗣
同

の
立
場
、
光
緒
需
の
立
場
、
実
世
凱
の
立
場
等
を
史
料
に
よ
り
考
察
し
、

亥
世

凱
が

「
答
稔
な
し
」、

と
し
て
い
る
の
を
正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
背

景
に
西
太
后
を
中
心
と
す
る
頑
固
源
の
強
さ
と
光
緒
喬
一
の
動
揺
と
維
新
汲
が
そ

の
後
の
保
皇
活
動
に
備
え
た
所
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
康
有
潟
、
梁
啓
超
ら
の
史
料
を
綿
密
に
検
討
し
、
定
説
と
な

っ
て
い
る
、

康

・
梁
の
設
を
批
剣
し
て
お
ら
れ
る
。

第
九
論
文
は
、
孔
鮮
士
口
氏
が
、
康
有
信
用
の

『
戊
戊
奏
稿
』

に
つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
あ
り
、

同
警
は

一
九
一

一
年
に
始
め
て
弟
子
の
褒
仲
華
に
よ
り
、
印
刷

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
製
法
期
に
康
有
震
が
上
奏
し
た
も
の
と
異
同
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

同
書
に
つ
い
て
は
、

一
九
七
四
年
、

糞
彰
健
氏
が
圏
家
構
築
局
明
清
槍
案
舘
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編
績
の
『
戊
成
製
法
橋
案
史
料
』
等
に
よ
り
、
『
康
有
震
等
戊
成
員
奏
議』

と

い
う
書
を
著
わ
し
て
検
討
し
て
い
る
が
、
史
料
に
限
界
が
あ
り
、
分
析
と
し
て

不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
湯
志
鈎
氏
は
、
そ
の
著
、
『
戊
戎
奏
稿

輯
目
』
で
褒
仲
華
の
も
の
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
指
摘
し
て
い
る

が
、
奮
い
史
料
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
孔
氏
は
、
故
宮
博
物
院
珍
臓
の

『傑
士
上
書
隆
録
』
に
よ
っ
て
検
討
す
る
と
い
わ
れ
る
。

孔
氏
は
、
次
の
三
黙
に
つ
い
て
、
康
有
震
の
原
摺
と
『
戊
戊
奏
稿
』
の
異
同

に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
『
戊
戊
奏
稿
』
は
第
一
に
憲
法
の
制
定
と

そ
の
内
容
を
加
え
て
お
り
、
第
二
に
は
、
維
新
振
の
第
法
時
期
の
政
治
綱
領
の

制
度
局
を
開
く
を
園
舎
を
聞
く
に
改
め
て
お
り
、
第
三
に
康
有
震
が
百
日
維
新

前
後
に
君
権
を
晶
君
閉
し
た
思
想
を
極
力
掩
い
か
く
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
ま
た
、
康
有
震
の
奏
疏
は
そ
の
多
く
が
、

『傑
土
上
書
匿
鋒
』
に
輯
入
さ

れ
、
光
緒
一
一
帝
の
裁
決
の
参
考
に
供
し
た
が
、

『戊
成
奏
稿
』
で
は
、
そ
の
原
則

性
を
も
改
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
革
命
汲
の
攻
撃
を
か
わ
し
、

清

朝
に
立
憲
政
陸
を
貫
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
嘗
時
の
原
稿
が

散
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て

『
戊
成
奏

稿
』
は
慎
重
に
引
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論

e

つ
け
て
お
ら
れ
る
。

以
上
の
論
は
、
新
し
い
護
援
と
し
て
『
傑
士
上
書
墜
録
』
を
引
用
し
、
ま
た

歴
史
の
経
過
か
ら
も
可
成
り
設
得
的
で
あ
る
。

第
十
論
文
は
、
孔
群
士
口
氏
が
、
康
有
震
の
戊
戊
の
年
の
嬰
法
奏
議
に
つ
い
て

考
護
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
、
そ
れ
を
中
圏
第
一
歴
史
樵
案
館
と
故
宮
博

物
院
の
援
助
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

康
有
震
に
戊
戊
饗
法
期
の
奏
議
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
、
そ
の
内
容
は
何
か

と
い
う
こ
と
は
重
要
な
問
題
で
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。

ま
た

こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
皐
者
と
し
て
前
論
文
と
同
じ
責
彰
健
氏
と
湯
志

鈎
氏
を
取
り
上
げ
、
賀
氏
の
『
康
有
篤
戊
成
員
奏
議
』
は
、
比
較
的
精
確
で
あ

る
が
、
橋
案
資
料
の
限
界
が
あ
り
、
湯
氏
も
そ
の
ま
ま
で
は
必
ず
し
も
全
部
を

信
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
『
戊
戊
奏
稿
』
に
よ

っ
て
『
戊
成
奏
稿
輯
目
』
、

『康

有
魚
政
論
集
』
を
書
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て

『軍
機
庭
橋

案
』
と
『
傑
土
上
書
陸
録
』
に
よ
り
、
先
後
の
順
序
を
つ
け
、

『康
南
海
編
目
年

譜
』
と
嘗
時
の
人
の
著
作
に
よ
っ
て
、
奏
議
を
考
訂
し
て
行
く
と
い
わ
れ
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
奏
議
は
、
第
一
の
康
有
震
に
よ
り
、
光
絡
二

十
四
年
正
月
初
八
日
線
理
街
門
に
迭
ら
れ
、
二
月
十
九
日
に
光
絡
帯
に
呈
さ
れ

た
『
上
清
一
帯一
第
六
書
』
か
ら
、
第
六
十
二
の
楊
深
秀
の
八
月
初
五
日
の
摺
の
附

片
で
あ
り
、
康
有
震
に
一
意
を
授
け
作
ら
れ
た
と
疑
わ
れ
て
い
る

『請
探
査
容
積

金
銀
鹿
所
鳩
工
掘
夜
以
済
練
兵
急
需
片
』
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
議
に

つ
い
て
前
述
の
著
書
等
に
よ
っ
て
精
し
く
考
訂
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
康
有
震
が
文
悌
に
替
っ
て
草
摺
し
た
問
題
に
は
じ
ま
る
、
康
有
震

が
、
一
意
を
授
け
た
も
の
、
門
人
が
代
筆
し
た
も
の
、
附
遜
者
が
改
繕
し
た
も
の

な
ど
五
つ
の
問
題
に
つ
い
て
も
燭
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、

精
し
く
述
べ
る
事
が
で
き
な
い
。

本
論
文
は
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
、
新
資
料
に
よ
っ
て
、
康
有
篤
の
奏
議
に

つ
い
て
丹
念
に
考
訂
し
て
い
る
。

以
上
、
本
書
の
各
論
文
を
紹
介
し
、

多
少
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
が
、
最
後

に
二
、
三
感
じ
た
事
を
述
べ
て
見
た
い
。

第
一
に
、

中
園
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
戊
成
維
新
運
動
に
関
す
る
共
同
研

究
の
成
果
が
出
た
こ
と
は
最
近
出
版
さ
れ
た
湯
志
鈎
氏
の
『
戊
戊
獲
法
史
』

と

共
に
大
繁
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
中
園
に
お
い
て
も
こ
の
方
面
の
研

究
が
一
一
層
渡
表
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
本
が
出
版
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
戴
逸
氏
や
湯
志
鈎
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氏
等
が
来
日
さ
れ
、
中
園
の
研
究
と
日
本
の
研
究
が
交
流
さ
れ
、
大
湊
有
意
義

で
あ
っ
た
が
、

今
後
も
、
日
・
中
及
び
、
世
界
各
園
の
研
究
者
の
研
究
協
力
に

よ
り
、
戊
成
維
新
運
動
史
が
一
一
層
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
亡
て
置
く
。

な
お
、
筆
者
の
歪
ら
な
さ
の
故
に
誤
解
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る。

註(
1
〉

拙

著

『戊
戊
獲
法
運
動
史
研
究
』
上

一
九
七
八
年
。

(第
四
版
)

(

2

)

拙
稿
「
繁
法
運
動
と
報
管
『
集
刊
東
洋
摩
』
四
五
一
九
八

一
年
。

(
3
)

湯
志
鈎
氏
は
、
氏
の
近
著
『
戊
戊
製
法
史
』

(
人
民
出
版
社

一
九
八

四
年
)
の
後
記
に
お
い
て
、
本
論
文
に
つ
い
て
燭
れ
、
新
資
料
を
提
供
し
、

新
問
題
を
提
出
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
八
三
年
八
月
湖
南
人
民
出
版
社

A
四

剣

三

九

四

頁

一

・
六

O
元

四
園
皐
院
大
皐
東
洋
史
研
究
室

影

山

剛

著

中
国
古
代
の
一
商
工
業
と
専
賓
制

佐

原

康

本
書
は
著
者
影
山
剛
氏
の
三
十
年
に
及
ぶ
業
績
を
牧
め
た
書
で
あ
る
。
内
容

は
書
名
の
示
す
と
お
り
、
中
園
古
代
の
一
商
一
工
業
と
都
市
の
研
究
、
前
誕
武
一帝
時

代
の
瞬
鍛
事
責
制
の
研
究
の
二
つ
の
-
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
と
も
に
著
者
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き
研
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
風
平
界
待
望
の
書
と
言

え
る
。
そ
の
出
版
を
ま
ず
喜
び
た
い
。

夫

収
め
ら
れ
た
論
考
は
、
古
く
は

一
九
五

0
年
代
に
口氏
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
る

が
、
全
て
の
章
に
つ
い
て
現
在
の
時
貼
で
の
加
筆
や
訂
正
、

注調
伴
が
施
さ
れ
て

お
り
、
事
質
上
新
著
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
構
成
を
大
ま
か
に
紹
介
す
れ
ば
次

の
よ
う
に
な
る
。

-

中
薗
古
代
の
一商
業
と
商
人

日

中

関

古
代
に
お
け
る
手
工
業

・
商
業
と
身
分
お
よ
び
階
級
関
係

附

前

漠
時
代
の
奴
隷
制
を
め
ぐ
る

て

こ
の
問
題
の
究
え
書

皿

中
園
古
代
の
盛
業
の
成
立
と
そ
の
展
開

w
中
園
古
代
の
盛
業
の
生
産
組
織
と
経
営
形
態

|
|
主
と
し
て
事
費
制
以
前
に
関
し
て
|
|

V

前
漢
朝
の
盤
の
専
費
制

リ

n

中
園
古
代
の
製
鍛
手
工
業
と
事
責
制

補
論

羽
後
漢
朝
の
堕
政
に
関
す
る
て

二
の
問
題

市川

澄
餓
専
責
制
施
行
の
時
期
、
そ
の
他
専
貰
制
初
期
の
諸
事
情

附
控
銭
論
に
つ
い
て

K

卜
式
に
つ
い
て

X

漢
代
の
経
済
観
と
中
園
古
代
商
業
お
よ
び
古
代
専
制
園
家
の
経
済
政
策

を
め
ぐ

っ
て

河
中
園
古
代
に
お
け
る
都
市
と
商
工
業

多
岐
に
わ
た
る
本
書
の
内
容
を
詳
細
に
た
ど
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
が
、

大

き
く
分
け
れ
ば
、

I
J
E章

-x
-wMの
各
章
は
一商
工
業
と
都
市
に
つ
い
て
、

ま
た

E
J
K章
は
顎
鍛
専
貰
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
テ

1
7
に
従

っ
て
章
の
順
序
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
に
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
I
章
「
中
園
古
代
の
一
商
業
と
一商一
人
」
は
本
書
全
鐙
の
序
論
に
あ
た
る
。
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